
 

 

 

 

 

 

  チタンの結晶方位密度計算 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１８年１２月０８日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

 Ｔｉ及びＴｉ合金の集合組織の解析として２０１４年１０月１４日に 

   表面加工、極点測定、計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正、ＯＤＦ解析、VolumeFraction計算をまとめ、 

   技術資料としてホームページに掲載しました。 

   新しいサイトでは 

 http://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC/Doc.html 

   にあります。 

   この資料から、GPODFDisplayソフトウエアによる結晶方位密度の計算方法を紹介します。 

入力データ Ｂ－Ｔｙｐｅ－ＯＤＦ（大阪府立大学井上先生資料に合わせる） 

     

  

計算方位 

 大阪府立大井上先生「チタンおよびチタン合金の集合組織」より  

 

 

http://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC/Doc.html


ＬａｂｏＴｅｘ Ｂ－Ｔｙｐｅ解析結果の読み込み 

 

ＯＤＦ図の平滑化を行う。 

 

 

 

 



Titaniumの方位登録４指数で行う。 

 

入力データ 

 

上書きし、再度読み込むと指数から再計算されたＥｕｌｅｒ角度で表示 

 

で結晶方位計算Ｌｉｓｔを表示 

  

 

 



計算Ｌｉｓｔ 

 

hkluvwlistDisplayソフトウエアで表示 

 

 

List表示は最大８本の結晶方位密度 Listを表示します。 

 



｛－１２－１４｝＜１０－１０＞の方位位置 

 

 

入力し、Ｃａｌｃ 

                              方位面がはみ出る場合、MINUSで再描画 

 

 Ｒｅｔｕｒｎ Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅで 



計算されたＥｕｌｅｒ角度位置がマークされます。 

 

又、ＯＤＦ図上にマウスカーソルを移動させると、結晶方位計算を行う。 

Ｈｅｘａｇｏｎａｌでは、ＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤｉｓｐｌａｙのＴｏｏｌも併せてご使用下さい。 

 

 ソフトウエアは全てＣＴＲソフトウエアに含まれます。 


